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短い時間の中に気づきがたくさんあるセミナーだったと思います。
商店会に持ち帰り話し合いの種にしたいと思います。（商業者）













集合研修実施時の視察先一覧

埼玉県の商店街支援人材育成事業について

　商店街は、単なる買い物の場ではなく、まちの顔、地
域生活の舞台といえます。近年では、コロナ禍以降の地
域回帰、高齢者と子どもを合わせた地域密着人口の増加、
歩きやすいまちづくり（ウォーカブル）や公共空間の利
活用推進といった社会情勢の変化も商店街の可能性を見直す
機会となっています。
　本事業では、埼玉県内各地の商業者と支援者が集まり、
商店街との関係構築、支援者としてのマインドチェンジ
を経て商店街活性化に向けた取組の企画力を高めること
を目的とし、座学と記事制作を軸としたワークショップ
を実施しました。
　ワークショップは県内で先進的な取組をしている草加
市、北本市、本庄市、狭山市の４地域で開催しました。
各地域で行った視察では、商店街や地域の活動者と共に
事業を行う市役所の担当者に直接話を聞き、実際に商店

街エリアを歩くことで、現場の雰囲気を感じることができました。本事業の研修先と参加者
は埼玉県内に限定されたことで、単なる「勉強になる事例」ではなく、身近な実践として「私
たちの地域でも実践できる」という意識が芽生えました。
　ワークショップで実施した記事制作では、完成した記事を店頭に掲示してくれる店舗もあ
り、職員と商店街の間に信頼関係が生まれるきっかけにもなりました。
　研修を通じて、関係性をつくり身近な相談から支援を始めることの重要性、小さな活動が
次第に大きなうねりになることなどが共有されました。普段は現場で奮闘する商業者と支援
者にこうした機会を提供することは、都道府県らしい商店街支援の形といえるでしょう。
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①１０/１８実施　草加市

視察先
草加駅東口周辺

リノベーション

スクール事業紹介

②１１/１４実施　北本市

視察先
北本市役所芝生広場
ケルン

場の活用事例紹介

&g r e e n  m a r k e t

視察先
新狭山北口商店会
周辺

場の活用事例紹介

シンサヤママーケット

④１/１６実施　狭山市③１１/２８実施　本庄市

視察先
銀座通り周辺

空き店舗活用事例

紹介





埼玉県マスコット
コバトン & さいたまっち


